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【問合せ】公民館 公民館係 ☎042-552-2118 /FAX 042-552-2228

第　 回 男女共同参画フォーラム

令和２年１月 15 日

　男女共同参画フォーラムは、市民公募の実行
委員が企画しています。
　今年のテーマは「ガチで話そう 男と女 ～社会
でも家庭でも ともに主役になるために～」とな
りました。
　日本が経済大国に向かって躍進した高度経
済成長期、多くのサラリーマン家庭では、男は
仕事、女は家を守るという役割でした。
　その後共働き家庭が増えても、家庭において
の男性の役割は、『お手伝いポジション』に過ぎ
ず、平成から令和の世に変わっても、男性だけ
でなく女性も「女の人だけが家事労働を担わな
ければいけない」と未だに思い込んでいるので
はないか？という話になりました。
　社会でも家庭でも、女性と男性がともに主役
になるために、一緒に考えましょう。

昨年の様子

【日時】２月９日（日）
　　　午前 10時～午後０時 30分
【場所】福生市民会館・公民館 第４・５集会室（３階）

【対　象】どなたでも参加できます
【助言者】冨永貴公氏（都留文科大学専任講師）
【定　員】先着 70 人
※お申し込みは不要です。直接会場にお越しください。
【託児保育について】
１月 31 日（金）までに公民館係にお申し込みください。
詳しくはお問い合わせください。

※手話通訳あります。

～社会でも家庭でも ともに主役になるために～

令和２年１月 15 日
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とみ なが  たか ひろ

「
人
生
う
た
い
語
り
の
つ
ど
い
」 

が

　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

令
和
元
年
12
月
６
日
（
金
）
に
、

「
人
生
う
た
い
語
り
の
つ
ど
い
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
つ
ど
い
は
、
公
民
館
３
館
で

行
わ
れ
る
60
歳
以
上
の
市
民
を
対

象
と
し
た
「
寿
生
き
が
い
ひ
ろ
ば
」

の
成
果
発
表
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

交
流
の
場
と
し
て
、
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、公
民
館
本
館「
童
謡
・

唱
歌
の
合
唱
」、
松
林
分
館「
江
戸
芸

か
っ
ぽ
れ
踊
り
」、
白
梅
分
館「
エ
ッ

セ
イ
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
で
は
、
参
加
者
と

来
場
者
全
員
で
江
戸
の
伝
統
芸
能

で
あ
る
か
っ
ぽ
れ
踊
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

ロ
ビ
ー
で
は
、
公
民
館
本
館
「
幸

せ
お
手
玉
と
巾
着
袋
」
と
松
林
分
館

「
し
か
け
絵
本
」の
作
品
、
白
梅
分
館

の
エ
ッ
セ
イ
原
稿
が
展
示
さ
れ
、
来

場
者
の
興
味
関
心
を
引
き
出
し
て

く
れ
ま
し
た
。

エッセイ

江戸芸 かっぽれ踊り

幸せお手玉

男女共同参画フォーラムのお知らせ

公民館のつどい開催報告

これからの事業

サークル紹介・会員募集
人生うたい語りのつどい開催報告
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ガチで話そう 男と女ガチで話そう 男と女ガチで話そう 男と女

ふ
っ
さ
草
笛
サ
ー
ク
ル

　

一
枚
の
葉
っ
ぱ
で
メ
ロ
デ
ィ
を
奏
で
、

気
軽
に
楽
し
め
る
の
が
草
笛
で
す
。

　

本
館
ま
つ
り
で
の
演
奏
を
は
じ
め
、
市

民
音
楽
祭
・
市
民
文
化
祭
の
大
ホ
ー
ル
で

の
演
奏
は
と
て
も
気
持
ち
が
良
い
も
の
で

す
。こ
の
他
に
も
桜
ま
つ
り
や
環
境
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
屋
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

出
演
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
で
も
仲
間
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

の
で
、遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。待
っ
て
い

ま
す
よ
〜
♪

【
活
動
日
】月
２
回　

第
２
・
４
火
曜
日　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

【
場　

所
】本
館
・
さ
く
ら
会
館

【
会　

費
】月
額
千
円

【
連
絡
先
】小
野
☎
０
９
０
・
６
７
９
８
・

４
１
７
５

福
生
マ
イ
ダ
ン
ス

　

ス
テ
キ
な
音
楽
で
社
交
ダ
ン
ス
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。基
礎
を
大
切
に
練
習
し
て

い
ま
す
。

【
活
動
日
】毎
週
金
曜
日　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

【
場　

所
】松
林
分
館

【
会　

費
】月
額
二
千
五
百
円

【
連
絡
先
】大
田
☎
０
４
２
・
５
５
３
・

２
５
７
２

仲
良
し
将
棋
教
室

　

こ
ど
も
が
中
心
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。本

将
棋
だ
け
で
な
く
、〝
ま
わ
り
将
棋
〞
や

〝
は
さ
み
将
棋
〞
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

見
学
や
体
験
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

【
活
動
日
】月
３
〜
４
回　

木
曜
日　

夜
間

【
場　

所
】松
林
分
館

【
会　

費
】な
し

【
連
絡
先
】平
野
☎
０
８
０
・
９
１
９
２
・

                                                   

３
６
３
０



公民館サークル登録数 ( 令和元年 12 月 15 日現在 )　本館…97 団体　松林分館…55 団体　白梅分館…40 団体
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こ
れ
か
ら
の
事
業

茶
室
福
庵
で
お
茶
席
体
験

　
【
１
月
か
ら
３
月
の
予
定
】

　

初
め
て
の
方
も
立
礼
席（
椅
子
席
）で
気

軽
に
お
茶
席
を
体
験
で
き
ま
す
。お
い
し

い
抹
茶
と
お
菓
子
で
お
も
て
な
し
し
ま

す
。

【
日
時
】１
月
26
日
、２
月
９
日
・
23
日
、３

月
８
日
・
22
日
の
日
曜
日　

午
前
10
時
〜

午
後
２
時　

※

お
菓
子
が
な
く
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
。

【
場
所
】茶
室「
福
庵
」立
礼
席（
椅
子
席
）

【
定
員
】当
日
先
着
25
人

※

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
費
用
】300
円（
茶
菓
子
代
ほ
か
）

「
ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

〜
ヴ
ィ
オ
リ
ラ
の
調
べ
〜
」

　
「
ヴ
ィ
オ
リ
ラ
」は
、
大
正
琴
を
基
に
開

発
さ
れ
た
、弓
や
指
、ピ
ッ
ク
で
演
奏
を
行

う
こ
と
で
多
彩
な
表
現
が
可
能
な
弦
楽
器

で
す
。「
ヴ
ィ
オ
リ
ラ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
立

川
飯
店
」に
よ
る
、素
敵
な
音
色
の
演
奏
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】２
月
29
日（
土
）午
後
２
時
〜
４
時

（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

【
場
所
】松
林
分
館
２
階
大
集
会
室

【
対
象
】市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

【
定
員
】先
着
60
人

※

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。お
車

で
の
ご
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る

人
権
問
題
」講
座

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
情
報
収
集
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活

発
に
利
用
さ
れ
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
大

切
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
等

の「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
人
権
問
題
」が
頻

繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

講
座
を
通
じ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
潜
む
危
険
や
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
適
切
に
使
い
こ
な

す
能
力
）
に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
人
権
意
識
に
つ
い

て
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】１
月
23
日
・
30
日
、
２
月
13
日
の

木
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時　

全
３
回

【
場
所
】松
林
分
館
１
階
小
集
会
室

【
対
象
】市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

【
定
員
】先
着
15
人

【
講
師
】
佐
藤
佳
弘
氏
（
情
報
文
化
総
合
研

究
所
代
表
）

【
申
込
み
】受
付
中

福
生
ま
ち
な
か
温
み
処

「
松
林
分
館
ロ
ビ
ー
展
」

　

10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
第
40
回
だ
れ

で
も
な
ん
で
も
展
は
、
台
風
19
号
の
影
響

に
伴
い
中
止
に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、今

年
の
ロ
ビ
ー
展
は
開
催
期
間
を
拡
大
し
、

だ
れ
で
も
な
ん
で
も
展
に
出
展
を
予
定
し

て
い
た
参
加
者
の
作
品
を
松
林
分
館
の
ロ

ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。見
ご
た
え
の
あ
る

作
品
の
数
々
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】１
月
16 
日（
木
）〜
２
月
29
日（
土
）

の
開
館
時
間
内（
午
前
９
時
〜
午
後
10
時
）

※
月
曜
休
館
。た
だ
し
、２
月
24
日（
月
）は

開
館
し
、
翌
25
日（
火
）が
休
館
日
と
な
り

ま
す
。

※

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
内
で
の
展
示
と
な

り
ま
す
の
で
、
期
間
中
の
展
示
作
品
の
入

れ
替
え
を
予
定
し
て
い
ま
す
。展
示
の
期

間
や
作
品
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
場
所
】松
林
分
館
ロ
ビ
ー
ほ
か

市
民
企
画
講
座

「
Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
！
高
齢
化
」

英
語
で
百
人
一
首
？

　

毎
月
異
な
る
テ
ー
マ
の
入
門
編
を
、
皆

で
楽
し
く
学
ん
で
い
き
ま
す
。実
用
的
学

び
か
ら
知
っ
て
楽
し
い
雑
学
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な「
教
養
づ
く
り
」の
講
座
で
す
。

　

第
４
回
は「
英
語
で
百
人
一
首
？
」と
題

し
、「
百
人
一
首
」を
現
代
語
訳
、さ
ら
に
英

語
訳
し
て
比
較
す
る
こ
と
で
、
和
歌
の
独

特
の
言
葉
遣
い
を
新
し
い
視
点
で
読
み
解

き
ま
す
。一
緒
に
和
歌
の
魅
力
を
再
発
見

し
て
み
ま
せ
ん
か
。ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
！

【
日
時
】２
月
23
日（
祝
）午
後
２
時
〜
４
時

【
場
所
】白
梅
分
館

【
対
象
】市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

【
定
員
】先
着
30
人

【
講
師
】
半
澤
比
呂
美
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
理
事
長
）

【
申
込
み
】２
月
４
日（
火
）午
前
９
時
か
ら

　

申
込
み
・
問
合
せ
に
つ
い
て
は

各
館
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

公
民
館
本
館

松
林
分
館

白
梅
分
館

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

公
民
館
本
館
☎
０
４
２
・
５
５
２
・
２
１
１
８

松
林
分
館　

☎
０
４
２
・
５
５
２
・
３
６
２
４

白
梅
分
館　

☎
０
４
２
・
５
５
３
・
３
４
５
４

り
ゅ
う
れ
い
せ
き

さ   

と
う  

よ
し 

ひ
ろ

は
ん  

ざ
わ　

 

ひ　

ろ　

み

第
38
回
「 

公
民
館
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
38
回
「 

公
民
館
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
地
域
へ
は
ば
た
く
サ
ー
ク
ル
活
動    

〜
今
、自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜
」

◆本館
　福生ハーモニカ同好会

　◆松林分館
　　わらべ歌サークルまめっちょ

◆白梅分館
　福生市民コーラス

◆松林分館
　ふっさプレイパークを創る会

　

令
和
元
年
11
月
23
日
（
祝
）
に
第

38
回
「
公
民
館
の
つ
ど
い
」
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
公
民
館
の
つ
ど
い
」
は
市
民
の

実
行
委
員
が
企
画
し
て
創
り
上
げ

る
、
公
民
館
が
舞
台
の
交
流
と
学
習

の
場
で
す
。

　

定
期
演
奏
会
や
福
祉
施
設
へ
の

慰
問
活
動
な
ど
、
地
域
に
関
わ
る
活

動
を
行
っ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
の
発

表
を
聞
い
て
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
公
民
館
サ
ー
ク
ル
の
あ
り
方
、

人
と
人
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
以
下
の
内

容
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

今年度は、参加者全員で
わらべ歌と手遊びに挑戦しました。

グ
ル
ー
プ
討
議 

報
告

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

「
ふ
く
ふ
く
福
生
体
操
」
の
様
子

❸ 「
サ
ー
ク
ル
活
動
」を
通
し
て
、
自
分
た

ち
に
今（
あ
る
い
は
将
来
的
に
）で
き
る
社

会
・
地
域
・
人
と
の
関
わ
り
合
い
・
つ
な

が
り
は
、
ど
ん
な
カ
タ
チ
が
あ
り
ま
す

か
？

▽
公
民
館
活
動
と
館
外
活
動
、
二
つ
の
局

面
で
の
活
動
が
考
え
ら
れ
る
。コ
ラ
ボ
が

大
切
。

▽
サ
ー
ク
ル
活
動
が
次
世
代
と
の
繋
が
り

に
な
れ
ば
良
い
と
思
う
。そ
の
中
心
の
役

割
を
公
民
館
が
担
え
れ
ば
良
い
。

▽「
生
き
が
い
」
を
持
っ
て
自
分
た
ち
が
楽

し
む
。自
分
の
サ
ー
ク
ル
だ
け
で
な
く
他

と
の
関
わ
り
を
広
げ
、
楽
し
み
を
広
げ
て

い
く
。色
々
な
場
所
で
色
々
な
人
と
楽
し

む
。

▽
文
化
祭
、
各
館
の
お
ま
つ
り
に
参
加
し

て
い
き
た
い
。

▽
発
表
の
場
に
よ
り
多
く
の
人
が
参
加
し

て
欲
し
い
。

❷ 

皆
さ
ん
の「
サ
ー
ク
ル
活
動
」は
、社
会
・

地
域
・
人
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
か
？

▽
福
生
市
内
の
広
い
地
域
か
ら
サ
ー
ク
ル

に
参
加
し
て
い
る
。学
校
の
こ
と
や
ま
つ

り
の
こ
と
の
情
報
を
聞
け
る
。

▽
老
人
ホ
ー
ム
や
町
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
し
て
い
る
。

▽
活
動
を
続
け
て
い
く
だ
け
で
も
、
家
族

や
公
民
館
の
職
員
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

▽
自
分
た
ち
だ
け
で
は
活
動
で
き
な
い
の

で
、
地
域
と
繋
が
り
皆
の
協
力
を
得
て
進

め
る
こ
と
が
大
事
。

▽
一
方
的
に
見
て
聞
い
て
い
た
だ
く
の
で

は
な
く
、
一
緒
に
楽
し
み
、
学
ば
せ
て
も
ら

う
こ
と
も
多
々
あ
る
。

▽
サ
ー
ク
ル
活
動
に
参
加
し
、
集
ま
る
こ

と
そ
の
も
の
に
地
域
と
関
わ
っ
て
い
る
意

義
が
あ
る
。

❶ 

各
団
体
の
発
表
を
聞
い
て
、
グ
ル
ー
プ
内

で
の
感
想
を
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う

▽
各
発
表
内
容
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

▽
公
園
で
一
緒
に
活
動
し
て
み
た
い
。

▽
長
く
継
続
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
の
発
表

を
す
る
場
を
増
や
す
こ
と
で
、
知
る
機
会
も

増
え
る
。

▽
若
い
人
の
活
動
を
発
信
す
る
機
会
を
増

や
し
た
い
。

▽
長
く
運
営
し
て
い
く
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ

い
た
。皆
で
役
割
分
担
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
思
っ
た
。

▽
よ
き
指
導
者
が
い
る
。

▽
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
広
が
っ
て
い
る
。

▽
好
き
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
、
困
難
な
こ

と
が
あ
っ
て
も
イ
キ
イ
キ
続
け
ら
れ
る
。

発表サークル

みんなで歌おう 協力サークル

発表サークル

みんなで歌おう 協力サークル


